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　図のように，ピストンの付いたガラス管の管口付近に音源が置かれている。管口からピ

ストンまでの距離�/�と，音源の振動数�I�は連続的に変えられる。音の速さを�����P�V�と

し，ガラス管内に定常波��定在波��が発生しているときは，ちょうど管口の位置に腹がある

とする。
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���　ピストンを�/ ���FP�の位置で固定し，音源の振動数を� �I �としたとき，ガラス管

　内で共鳴が起こり定常波が生じた。次に，振動数を固定したままピストンをゆっくり

　と引いて共鳴が起こるかどうか調べたところ，���FP�/����FP �では共鳴せず，

　/ ���FP�の位置で再び共鳴した。 �I �の数値として最も適当なものを，次の��～��

　のうちから���つ選べ。 �I  � �+]

　�　���　　�　���　　�　���　　�　���　　�　����

���　次に，ピストンを�/ ���FP�の位置からゆっくりと引きながら，常に共鳴が起きる

　ように音源の振動数を少しずつ変化させた。/ ���FP�の位置での振動数が� �I ，�

　/ ���FP�の位置での振動数が� �I �であったとき，
�I

�I
�の値として最も適当なものを，

　次の��～��のうちから���つ選べ。
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������������&RS\ULJKWE.D]XRVの物理の授業�$OO�5LJKW�5HVHUYHG��　　��　　　�この問題の解説動画�

気柱の共鳴　　　　　　　　　　年　　組　　番�氏名


